
 

総務省
実はここにも

テレワーク推進 ｉｎ熊本

日時 平成２２年３月９日（火）１３時３０分～１６時３０分

場所 熊本交通センターホテル ６階 菊の間
（熊本市桜町３－１０ ℡326-8828）

定員 １００名（参加費無料、事前の申込が必要です）

主催 総務省九州総合通信局

プ ロ グ ラ ム

１３時００分 開場・受付

１３時３０分 開会

１３時４０分 基調講演 「企業が強くなる! 地域が元気になる! 生き方が変わる!
「テレワーク」という新しい働き方」

講師 株式会社ワイズスタッフ
代表取締役 田澤 由利 氏

内容：政府は今、なぜ「テレワーク」の普及に力をそそぐのか。
それは、企業の生産性向上、少子高齢化対策、地域活性化など、日本が抱える
様々な課題を解決する鍵がテレワークにあるからです。

講演では、企業がテレワーク(在宅勤務等)を導入する場合のメリットから、
その問題点・課題、そしてその解決策まで、具体的にお話し頂きます。

１５時１０分 講演 「テレワーク導入にあたってのアドバイス及び
テレワーク相談センターの概要について」

講師 社団法人日本テレワーク協会
福岡テレワーク相談センター

専門相談員 空 直美 氏
内容：テレワークを導入するにあたっての不安や疑問点など、日頃から相談を受け

ている「テレワーク相談センター」の概要と実際の相談内容及びその解決策に
ついて、ＤＶＤ映像もまじえ紹介して頂きます。

１５時５０分 講演 「テレワークの仕組みと運用の留意点について」
講師 株式会社ＮＴＴ西日本－九州アイティメイト

代表取締役社長 古閑 謙二 氏
内容：西日本地域のデジタル地図「ＧＥＯＳＰＡＣＥ」を製造・メンテナンスする

ための仮想工場であるデジタル地図バーチャルファクトリを遠隔テレワークに
より運用されている仕組みを紹介して頂くとともに、これまでの運用ノウハウ
を基にしたテレワーク運用上の課題や解決に向けて工夫された点、在宅テレ
ワークで作業されている方々の感想や要望等についても紹介して頂きます。

１６時３０分 閉会
               

 

 

別 紙 



 

＜企業・団体名＞

＜住 所＞ 〒

Tｅｌ Fax ｅ－ｍａｉｌ

＜参加者氏名・役職名＞

＜参加者氏名・役職名＞

■問い合わせ・お申し込み先 九州総合通信局 情報通信部 情報通信連携推進課
ＴＥＬ 096－326－7318 ＦＡＸ 096－326－7829 e-mail：renk@ml.soumu.go.jp

＊ 下欄にご記載のうえ、ＦＡＸにてお申込み願います。メールによる申込みにつきましては、件名を「テレワーク推進セミナー」
として頂き、必要事項を記載のうえ、下記アドレス宛送信願います。

なお、申込みに記載頂きました情報につきましては、今後当局主催のＩＣＴ関連セミナーのお知らせのみに使用させて頂きます。

申 込 書

■ 少子化・高齢化問題等への対応

・育児、介護と就労との両立が容易に

・女性、高齢者、障害者等の就業機会の拡大

■ 家族のふれあい、ワークライフバランスの充実

・家族と過ごす時間、自己啓発などの

時間の増加

・家族が安心して子どもを育てられる

環境の実現

■ 地域活性化の推進

Ｕ、Ｊ、Ｉターン、二地域居住や地域
での起業等を通じた地域活性化

■ 環境負荷軽減

・交通代替によるＣＯ２の削減等、地球温暖化防止への寄与

■ 有能・多様な人材の確保、生産性の向上

・柔軟な働き方の実現により、有能・多様な人材の

確保と流出防止、能力の活用が可能に

■ 営業効率の向上・顧客満足度の向上

・顧客訪問回数や顧客滞在時間の増加

・迅速、機敏な顧客対応の実現

■ コスト削減

・スペースや紙などオフィスコストの削減と

通勤、移動時間や交通費の削減等

■ 災害等に対する危機管理

・オフィスの分散化による、災害時等の迅速な対応

◆ 人口構成の急激な変化
の中で、個々人の働く意欲に
応え、その能力を遺憾なく発
揮し活躍できる環境の実現
に寄与

◆ 「出産・育児」と「仕事」の
二者選択を迫る状況を緩和

◆ 労働力人口の減少のカ
バーにも寄与

人口構成の急激な変化や
グローバル化が進展する中
で、企業の活力、生産性、国
際競争力の向上等に寄与

テレワークの意義・効果
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